
め
る
「
大
船
渡
」
と
い
う
校
名
に
つ
い
て
協
議

し
た
。「
大
船
渡
」
と
な
れ
ば
、
い
く
ら
新
設

統
合
だ
と
い
っ
て
も
、
外
見
上
、
あ
る
い
は
対

外
的
に
見
て
も
大
船
渡
に
吸
収
さ
れ
、
編
入
統

合
と
し
か
受
け
取
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
地
域

住
民
の
納
得
は
得
ら
れ
な
い
。「
大
船
渡
」
以

外
の
「
大
船
渡
地
区
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

校
名
を
挙
げ
て
提
案
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
次
回
ま
で
に
委
員
そ
れ
ぞ
れ
が

望
ま
し
い
校
名
を
考
え
て
き
て
協
議
す
る
こ
と

に
し
た
。

つ
づ
い
て
、

月

日
、

回
目
の
末
崎
地

12

10

2

区
学
校
統
合
協
議
会
を
開
き
、
各
委
員
が
考
え

て
き
た
校
名
を
出
し
合
っ
た
。
望
ま
し
い
校
名

を

～

に
絞
り
込
む
こ
と
に
し
て
い
た
が
で

2

3

き
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
ら
全
部
出
し
て
、
そ
の

中
か
ら
望
ま
し
い
校
名
を
大
船
渡
地
区
に
選
ん

で
い
た
だ
く
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と

な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
前
に
、
校
名
を
「
変

え
る
こ
と
」
に
対
し
大
船
渡
地
区
の
理
解
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
新
校
名

に
す
る
意
味
を
述
べ
、
説
得
す
る
（
理
解
を
得

る
）
し
か
な
い
と
な
っ
た
。

末
崎
地
区
学
校
統
合
協
議
会
長
は

月
12

12

日
、
協
議
結
果
お
よ
び
「
新
校
名
に
す
る
意

味
」
を
記
し
て
、
教
育
長
は
じ
め
教
育
委
員

会
事
務
局
に
報
告
。
直
ち
に
、
教
育
長
と

教
育
委
員
会
事
務
局
が
大
船
渡
地
区
学
校

統
合
協
議
会
長
に
出
向
き
、
末
崎
の
意
向

を
伝
え
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
統
合
を

前
に
進
め
る
対
応
に
あ
た
っ
た
。

今
後
の
予
定
は
、

月

日
大
船
渡
・
末

1

24

崎
地
区
学
校
統
合
合
同
協
議
会
を
開
催
し
、

★
「
新
年
書
初
め
会
」の

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

目
的

子
供
か
ら
大
人
ま
で
新
年
を
寿

ぎ
、
新
た
な
気
分
で
筆
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

＊
抱
負
や
意
気
込
み
願
い
事
等

＊
新
年
の
思
い
を
言
葉
に
込
め
て
、

心
豊
か
に
筆
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

＊
字
形
（
上
手
下
手
）
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
気
持
ち
を
入
れ
る
か
ど
う
か

が
大
切
で
す
よ
。

・
小
、
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
冬
休

み
の
宿
題
に
ど
う
ぞ
。
お
手
伝
い

し
ま
す
。

日

時
平
成

年
１
月

日

時
～

時

31

4

(金)
13

15

場

所
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
和
室

主

催
末
崎
長
寿
会
（
長
寿
書
道
会
）

講

師
現
日
会
審
査
員
・
陸
奥
書
道
会

審
査
員

今
野
雲
上
氏

対

象子
供
か
ら
大
人
ま
で

持

参
筆
・
墨
汁
・
ぶ
ん
ち
ん
・
す
ず
り

・
下
敷
等
。

用
紙
は
、
主
催
者
で
準
備
し
ま
す

参
加
料無

料

書
初
展

２
月
中
旬
に
、
市
立
博
物
館
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

申
込
み月

末
日
ま
で
に
菊
池
平
八
郎
あ

12て
電
話
で
連
絡
を

☎

ー
２
２
７
０

29

★
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
」

日

時

月

日

1

12

（土）時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
操
作
で
お
困

り
の
方
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
た
い
方
、
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

★
「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

１
月
は
お
休
み
致
し
ま
す
。

末
崎
中
学
校
と
大
船
渡
中
学
校
の
学
校

統
合
の
進
捗
状
況
は
、
現
在
ど
の
段
階
に

あ
る
の
か
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

第

回
大
船
渡
・
末
崎
地
区
学
校
統
合

1

合
同
協
議
会
は

月

日
市
防
災
観
光
交

8

28

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
は
じ
め
に
末

崎
地
区
の
要
望
を
大
船
渡
地
区
に
伝
え
る

形
と
な
っ
た
。
末
崎
地
区
と
し
て
は
、
①

大
船
渡
地
区
と
対
等
な
立
場
で
協
議
す
る

こ
と
。
②
統
合
時
期
は
、
平
成

年

月

33

4

と
す
る
こ
と
。
③
統
合
の
方
式
は
、
新
設

統
合
と
し
、
校
名
も
新
し
く
す
る
こ
と
な

ど
理
由
を
説
明
し
な
が
ら
要
望
し
た
。
大

船
渡
地
区
と
し
て
は
、
対
等
な
立
場
で
の

協
議
は
勿
論
の
こ
と
、
時
期
に
つ
い
て
も
、

平
成

年

月
以
降
で
あ
れ
ば
問
題
（
異

33

4

議
）
は
な
い
。
た
だ
し
、
統
合
の
方
式
に

つ
い
て
は
、
大
船
渡
町
民
（
地
域
住
民
）

の
意
向
は
編
入
統
合
を
望
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
持
ち
帰
っ
て
検
討
し
た
い
と
な
っ

た
。第

回
合
同
協
議
会
は
、

月

日
市

2

10

30

防
災
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

大
船
地
区
よ
り
課
題
で
あ
っ
た
統
合
方
式

に
つ
い
て
は
、
新
設
統
合
で
い
い
が
校
名

は
「
大
船
渡
」
で
お
願
い
し
た
い
と
の
強

い
意
向
が
示
さ
れ
た
。
末
崎
地
区
と
し
て

は
、
「
校
名
も
新
し
く
す
る
こ
と
」
を
望
ん

で
い
た
の
で
、
「
即
答
は
で
き
か
ね
る
」
と

し
て
持
ち
帰
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

末
崎
地
区
で
は
、

月

日
、
末
崎
地
区
学

11

21

校
統
合
協
議
会
を
開
き
、
大
船
渡
地
区
が
求

 

末崎町の石碑・祠・神社(17)
お地蔵さん（地蔵菩薩）について ~ その 6

(5) 「縛られ地蔵」について その 1
前記④、船河原、雷神社境内に、古い石の上にたまご形の丸石

の二面を切った石が乗っていて、どんな神様を祀ってあるか不思
議に思っていいました。大船渡市史を調べたところ、これらしい
ものを見つけました。市史に載っていた写真には、この碑に荒縄
がぐるぐると巻かれていました。
写真の説明に「地蔵尊。ここにも祈りと願望がある。荒縄で縛

り付けたのにはどんな意味があるのだろうか。」と添えられてい
ました。縛（しば）られ地蔵であるとわかりました。
1） 大岡政談の「縛られ地蔵」
縛られ地蔵の由来について、インターネットで調べたところ次

のようなことが書かれていました。
『享保年間八代将軍徳川吉宗の世。ある夏の昼下がり、日本橋の
ある呉服問屋の手代が荷車に反物を満載して南蔵院の門前に通り
かかった。ここらで一服と門前に車をとめ境内の銀杏の木陰に涼
をとる内についにウトウトとひと眠りしてしまった。
目が覚めて見ると、さあ大変門前に置いた車がない、青くなっ

て番所へ訴えた。そこで当時名奉行の聞こえ高い大岡越前守忠相
の直々の取り調べとなった。（次号につづく）

船
河
原

雷
神
社
境
内
の
お
地
蔵
様
、

大
船
渡
市
史

第
五
巻

四
百
十
頁
か
ら
転
載

統
合
方
式
の
決
定
と
学
校
統
合
推
進
協
議
会

へ
の
移
行
確
認
お
よ
び
説
明
を
行
う
。
校
名
等

に
つ
い
て
は
推
進
協
議
会
で
決
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。

市
町
村
が
所
有
す
る
水
道
施
設
の
所
有
権

は
そ
の
ま
ま
自
治
体
に
残
し
、
運
営
権
を
民

間
に
委
託
す
る
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」

の
導
入
を
進
め
る
水
道
法
の
改
正
が
先
日
の

国
会
で
可
決
さ
れ
た
。

な
ぜ
、
水
道
事
業
の
運
営
を
民
間
に
委
託
す

る
の
か
。
そ
れ
は
①
水
道
事
業
を
経
営
す
る

市
町
村
の

分
の
１
が
給
水
費
用
を
使
用
料

3

（
料
金
収
入
）
で
賄
え
な
い
状
態
に
あ
る
と

い
わ
れ
る
。
人
口
減
少
に
よ
り
年
々
使
用
料

が
減
収
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
②
施
設
や

設
備
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
。
1
9
7
0

年
頃
、
敷
設
さ
れ
た
水
道
管
は
、
す
で
に
法

定
耐
用
年
数

年
を
超
え
、
漏
水
や
破
損
事

40

故
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
更
新
が
急
が
れ

る
こ
と
。
③
市
町
村
に
と
っ
て
は
、
専
門
職

員
の
確
保
が
必
要
な
く
な
り
人
員
削
減
で
き

る
こ
と
。
な
ど
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
水
は
住
民
の
生
命
に
直
結
す
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
運
営
を
民
間
に
委
ね
て
い
い

も
の
か
、
深
く
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
民
間

に
運
営
権
が
委
託
さ
れ
れ
ば
、
民
間
企
業
は

利
潤
を
追
求
す
る
こ
と
か
ら
常
に
採
算
性
を

考
え
る
。
収
入
減
に
な
れ
ば
、
料
金
の
値
上

げ
を
求
め
る
。
費
用
が
掛
か
る
と
な
れ
ば
老

水
道
法
改
正
に
つ
い
て
考
え
る

学
校
統
合
の
今

朽
化
し
た
施
設
等
の
修
理
修
繕
交
換
等
も

先
延
ば
し
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の

結
果
水
質
汚
染
を
招
く
な
ど
サ
ー
ビ
ス
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
。
災
害
時
に
は
十
分
対

応
で
き
な
い
リ
ス
ク
が
あ
る
、
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
諸
外
国
に
お
い
て
も
、
民
営

化
が
水
質
悪
化
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を

も
た
ら
す
ケ
ー
ス
や
相
次
ぐ
値
上
げ
で
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。
世
界

か
国
の

都
市
で
水
道

33

2
6
7

事
業
が
再
び
公
営
化
さ
れ
て
い
る
状
況
か

ら
し
て
も
、
い
ま
何
故
、
民
営
化
な
の
か

わ
か
ら
な
い
。
政
府
は
、
民
間
の
技
術
力

や
資
金
力
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
運

営
の
効
率
化
が
期
待
で
き
る
と
説
明
す

る
。
人
の
命
に
か
か
わ
る
水
資
源
の
管
理

と
い
う
公
共
性
の
高
い
水
道
事
業
の
あ
り

方
を
運
営
の
効
率
化
に
重
き
を
置
い
て
考

え
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
も
う
一
度
立
ち

止
ま
っ
て
考
え
て
ほ
し
い
の
あ
る
。

水
道
事
業
は
果
た
し
て
民
間
企
業
に
な

じ
む
の
か
、
ひ
と
た
び
事
故
が
あ
っ
た
場

合
誰
が
責
任
を
と
る
の
か
、
と
れ
る
の
か
。

疑
念
は
払
拭
さ
れ
な
い
。
人
々
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
第
一
の
条
件
は
、
水

の
安
定
供
給
で
あ
る
。
い
ま
、
岩
手
の
雫

石
町
で
起
き
て
い
る
水
問
題
を
見
れ
ば
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
容
易
に
わ
か
る
。

こ
の
命
を
支
え
る
水
だ
け
は
、
市
町
村

（
公
共
団
体
）
が
責
任
を
持
っ
て
事
業
を

運
営
し
、
住
民
の
命
と
生
活
を
守
っ
て
ほ

し
い
の
で
あ
る
。

・
・
ボ
ッ
チ
ャ
の
練
習
日
の

ご

案

内

・

・

本

年

度

も

左

記

の

通

り

行

い

ま

す

。

皆

さ

ん

ふ

る

っ

て

ご

参

加
く
だ
さ
い
。

練
習
日

１
月

日

か
ら
毎
週
金
曜
日

11

（金）

時

間
午
前

時
～

時
ま
で

10

12

場

所
ふ

る

さ

と

セ

ン

タ

ー

体

育

館

参
加
料

無
料

大
会
予
定

月

日

2

22

(金)

そ
の
他

ル

ー

ル

は

簡

単

、

誰

で

も

す

ぐ
楽
し
め
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
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